
取組みテーマ

効果

《取組み》
・農林⽔産業の拠点訪問からスタートし、廃棄問題のヒアリング
 農業⽣産法⼈/⻘果市場、⿂市場/加⼯場 15社＝TG設定

・スポット案件で、訪問時に⾞両故障があり、輸送依頼
 ⽯灰の原料となることから、かき殻を⽯灰プラントまで輸送
・新規創出⾦額：15千円/⽉

1分間動画 URL：https://youtu.be/4LDjSIJU7XQ

順位 会社名 取組みテーマ ①参加ポイント ②貢献ポイント ③他者評価ポイント 合計ポイント

1位 九州⻄濃運輸 物流を軸に新たな価値提供〜廃棄⾷材の有効活⽤による
フードロス削減の取り組み〜

10 40 40 90

2位 三重⻄濃運輸 LINE機能（即時連絡）＋スプレッドシート活⽤（情報管
理）による貸切案件の受注拡⼤

10 20 20 50

3位 東北⻄濃運輸 内製化による「納品陳列サービス」の成り代わり⽀援の
提供

10 30 ー 40

■取組み内容（ポイント）
 ①両社の地球環境課題解決策に「当社の輸送⼒」を
  提供することで持続可能な仕組みを構築できた点
 ②当社で使⽤しなくなった折り畳み式コンテナを提供
  環境負荷の軽減、梱包資材・梱包の⼿間を解消した点
 ③「農林中央⾦庫様」に事例紹介し、JA様を巻き込む
  ことで他の農家様への認知拡⼤につながり、取引
  スピードの向上につながった点

■効果
《お客様の効果：コストDOWN》
・JA島原雲仙様
 農家の廃棄処理費⽤：
 （従前）廃棄料：処理費50円/kg×2,000kg/⽉×12ヶ⽉
 （現在）廃棄料：なし

・⻑崎バイオパーク様
 飼育費：
 （従前）飼育費：6,000千円(5千円/個×100個/⽉×12ヶ⽉)
 （現在）輸送費：600千円(500円/個×100個/⽉×12ヶ⽉)

《九州⻄濃の効果：セールスUP》
・収⼊：年間600千円
・今後の取組み
 ①廃棄野菜の提供先と受領先の拡⼤
  （提供）JA各⽀社様、⼤⼿・会員制スーパー など
  （受領）動物園、⾃治体運⽤こども⾷堂 など
 ②農林中央⾦庫様とのパートナーシップ協定
・メディア掲載：⽇本農業新聞で本事例が掲載

■取組み内容
【お客様】
 ・集荷先：JA島原雲仙様（⽣産者様の窓⼝）
 ・配達先：⻑崎バイオパーク様（動物園）
 ・協⼒先：農林中央⾦庫�⻑崎⽀店様
  ※農林中央⾦庫様からJA様をご紹介
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《新たな価値提供》
持続可能な地球環境に貢献

SDGsの地球環境課題

物流を軸に解決

物流を軸にSDGsの地球環境課題に着⽬した新たな価値提供
〜廃棄⾷材の有効活⽤によるフードロス削減の取り組み〜

《成功事例を⾃分事として捉え、実績を創出した事例紹介》
 〜廃棄問題に対して、新たな価値提供を実現した事例〜
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《2025年6⽉事例紹介会社 ポイント上位3社》

 この度は、皆様から推薦いただきました事、
深く感謝を申し上げます。
 今回は、農家さんの廃棄野菜と動物園の餌代
⾼騰の２つの課題を「つなぐ」をキーワードに
課題解決に取り組みました。
 ⼀番のネックは運び⽅にありましたが、JA様
と連携し当社の混載輸送を提供する事で解消出
来ました。また、⼯夫した点は、当社で使⽤し
なくなった容器を専⽤の通い箱とし提供した事
で、輸送に関わる梱包の⼿間と資材費⽤も削減
出来た事です。

東北⻄濃

・規格外の野菜は販売できず
 ⇒廃棄処理料⾦が発⽣

・動物の飼料（エサ）
 ⇒物価⾼により飼料費⾼騰

・規格外野菜の無償提供
 ⇒廃棄コスト削減

・九州⻄濃が輸送を担当
 ⇒⼤容量を安定的に輸送可能 ・飼料の無償受領

 輸送費のみ負担
 ⇒飼料コスト削減

２．飢餓をゼロに
１２．つくる責任 つかう責任

年間1,200千円削減

年間5,400千円削減

九州⻄濃：収⼊効果�年間600千円
お客様(JA様)：SDGsにおける廃棄料�年間1,200千円削減
お客様(⻑崎バイオパーク様)：飼育料�年間5,400千円削減

https://youtu.be/4LDjSIJU7XQ
http://www.seino.co.jp/seino/mail2/smm2/MIP202506.pdf
https://kensyu.seino.co.jp/seikoujirei-jigyou-top/

